
部品表整合性チェックソフト
Parts_List_Checker

面倒な部品表の整合性チェックをわずか数秒で行い、エラー内容を表示します。

部品名と回路記号を1対1に並べ替えます。

こんな不規則な表記の部品表を

簡単な操作でエラーを検出

エラー部分を塗りつぶし

部品と回路記号を1対1で並べ替え（～等の範囲記号部分は自動的に補完します。）

"～"等の回路記号の省略は自動補完

数量のチェック、回路記号重複のチェック等を高速で実行します。

すべての操作がEXCEL上で行えます。
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Parts List Checker 操作概要と特徴

元の部品表から、PLCにデータをコピー、貼り付けして操作を行います。

したがって元の部品表を壊すことはありません。

貼り付けた部品表のデータ位置、その他オプションを選択します。

PLCの操作は基本的に3ステップです。

1.部品表をコピーして貼り付けます。

2.データ位置やオプションを指定します。

3.回路記号の区切り文字を選択します。

1.部品表のコピー

2.データ位置の選択

回路記号を区切っている文字を選択します。

3.区切り文字の選択
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部品表
GRM188B11H104ZK C1,C2,C3,C4 座標データ

C1 10 60 0
C2 10 55 0
C3 10 50 0
C4 10 45 0
U1 30 52 0

UPD70F3738GC U1

部品表と座標データの整合性をチェックした後、部品名を座標データに書き込みます。

検定でエラーが発見されると、"Error_list"に内容が書き込まれます。

　代理店

Ver13.1より、部品表と座標データとの整合性を確認できるようになりました。

姉妹品PADソフトをお使いの場合は、より簡単操作が可能です。

EXCELで開ける一般的な座標データでは数回のステップで操作が完了します。

実装道場
https://www.smteg.com/
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